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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16に関する重要な情報

現行のCisco IOSXERelease 3.7.0E（Catalystスイッチング用）およびCisco IOSXERelease 3.17S
（アクセスおよびエッジルーティング用）の2つのリリースは、単一バージョンのコンバージ
ドリリースCisco IOSXE16に進化（マージ）しました。これにより、スイッチングおよびルー
ティングポートフォリオにおける広範なアクセス製品およびエッジ製品を1つのリリースでカ
バーします。

機能情報

機能のサポート、プラットフォームのサポート、およびシスコソフトウェアイメージのサポー

トに関する情報を検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco.comのアカウン
トは必要ありません。

参考資料

•『Cisco IOSコマンドリファレンス』、すべてのリリース

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マルチトポロジルーティングコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1

http://www.cisco.com/go/cfn
http://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/asr-1000-series-aggregation-services-routers/products-command-reference-list.html
https://www.cisco.com/offer/subscribe
https://www.cisco.com/go/services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco-warrantyfinder.com


マルチトポロジルーティングコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
2

最初にお読みください



第 2 章

MTRに対する BGPサポート

MTRに対する BGPサポート機能により、単一の物理ネットワーク上の複数の論理トポロジに
対するボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）サポートが実現します。ここでは、マルチ
トポロジルーティング（MTR）に対して BGPを設定する方法について説明します。

•機能情報の確認（3ページ）
• MTRに対する BGPサポートの前提条件（3ページ）
• MTRに対する BGPサポートの制約事項（4ページ）
• MTRに対する BGPサポートに関する情報（4ページ）
• MTRに対する BGPのサポートの設定方法（7ページ）
• MTRに対する BGPサポートの設定例（15ページ）
•その他の参考資料（17ページ）
• MTRに対する BGPサポートに関する機能情報（18ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

MTRに対する BGPサポートの前提条件
•「MTRに対する BGPサポートに関する情報」に記載されているすべての概念について理
解しておく必要があります。

マルチトポロジルーティングコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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•グローバルなマルチトポロジルーティング（MTR）トポロジコンフィギュレーションを
設定し、アクティブ化します。

MTRに対する BGPサポートの制約事項
•トポロジ内の再配布が許可されます。あるトポロジから別のトポロジへの再配布は許可さ
れません。この制限は、ルーティングループを防ぐために設計されています。トポロジ変

換またはトポロジインポート機能を使用して、あるトポロジから別のトポロジにルートを

移動できます。

•単一のマルチキャストトポロジだけを設定でき、マルチキャストトポロジが作成される
場合は基本トポロジだけを指定できます。

MTRに対する BGPサポートに関する情報

MTRに対するルーティングプロトコルサポート
マルチトポロジルーティング（MTR）を動作させるには、デバイスで IPルーティングをイ
ネーブルにする必要があります。MTRは、シスコソフトウェアでのスタティックルーティン
グおよびダイナミックルーティングをサポートします。トポロジ単位のダイナミックルーティ

ングをイネーブルにすることで、ドメイン内およびドメイン間のルーティングをサポートでき

ます。ルートの計算と転送は、各トポロジで個別に行われます。シスコソフトウェアには、次

のプロトコルについてMTRのサポートが組み込まれています。

• Border Gateway Protocol（BGP）

• Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）

グローバルルーティングプロセス（ルータコンフィギュレーションモード）のルータアドレ

スファミリコンフィギュレーションモードでトポロジ単位のコンフィギュレーションを適用

します。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリは、デバイスがアドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始するときに指定します。トポロジ名とトポロジ IDを指定
するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで topologyコマンドを入力しま
す。

各トポロジに、ルーティングプロトコル下で一意のトポロジ IDを設定します。トポロジ ID
は、所定のプロトコルのアップデート時に各トポロジに対してネットワーク層到着可能性情報

（NLRI）を識別してグループ化するために使用されます。OSPF、EIGRP、および IS-ISでは、
クラス固有のトポロジに対する topologyコマンドの最初のコンフィギュレーションでトポロジ
IDを入力します。BGPでは、トポロジコンフィギュレーションの下に bgp tidコマンドを入
力することによってトポロジ IDを設定します。

クラス固有のトポロジには、基本トポロジとは異なるメトリックを設定できます。基本トポロ

ジに設定されたインターフェイスメトリックをクラス固有のトポロジに継承することもできま
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す。継承は、クラス固有のトポロジに明示的な継承メトリックが設定されていない場合に実行

されます。

BGPサポートは、ルータコンフィギュレーションモードだけで設定します。Interior Gateway
Protocol（IGP）サポートは、ルータコンフィギュレーションモードとインターフェイスコン
フィギュレーションモードで設定します。

デフォルトでは、インターフェイスには基本トポロジ以外のトポロジは含まれません。EIGRP、
IS-IS、および OSPFのルーティングプロトコルサポートについては、インターフェイスに基
本トポロジ以外のトポロジを明示的に設定する必要があります。アドレスファミリトポロジ

コンフィギュレーションモードで all-interfacesコマンドを使用すると、デフォルト動作を無
効にできます。all-interfacesコマンドを入力すると、デフォルトのアドレス空間、またはトポ
ロジが設定される仮想ルーティングおよび転送（VRF）に属するデバイスのすべてのインター
フェイスに、基本トポロジ以外のトポロジが設定されます。

BGPネットワークスコープ
マルチトポロジルーティング（MTR）用のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）サポー
トを実装するにはスコープ階層が必要ですが、スコープ階層はMTRの使用に制限されません。
スコープ階層によって、ルータスコープコンフィギュレーションモードなどの新しいコンフィ

ギュレーションモードが導入されています。デバイスは、ルータコンフィギュレーションモー

ドで scopeコマンドを設定すると、ルータスコープコンフィギュレーションモードを開始し
ます。このコマンドを入力すると、ルーティングテーブルの集合が作成されます。

BGPコマンドはスコープ階層で単一のネットワーク用に（グローバルに）設定するか、または
仮想ルーティングおよび転送（VRF）単位で設定します。このようなコンフィギュレーション
をスコープコマンドと呼びます。スコープ階層には、1つ以上のアドレスファミリを含めるこ
とができます。

BGP下のMTRコマンドラインインターフェイス（CLI）階層
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）CLIは、事前マルチトポロジルーティング（MTR）
の BGPコンフィギュレーションに対する下位互換性を提供し、MTRの階層化実装を可能にし
ます。ルータコンフィギュレーションモードには、事前アドレスファミリおよび事前MTR
のコンフィギュレーションCLIとの下位互換性があります。すべてのネットワークに影響を与
えるグローバルコマンドはこのコンフィギュレーションモードで設定されます。アドレスファ

ミリおよびトポロジコンフィギュレーション用に、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードまたはトポロジコンフィギュレーションモードで使用する汎用のセッションコマン

ドとピアテンプレートを設定します。

グローバルコマンドの設定後に、スコープをグローバルに定義するか、特定の仮想ルーティン

グおよび転送（VRF）インスタンスに対して定義します。デバイスは、ルータスコープコン
フィギュレーションモードまたはルータコンフィギュレーションモードで address-familyコ
マンドを設定すると、アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始します。サブ

アドレスファミリ識別子（SAFI）が指定されていない場合は、ユニキャストがデフォルトの
アドレスファミリです。MTRでは、ユニキャストまたはマルチキャストの SAFIが指定され
た IPv4アドレスファミリだけがサポートされます。
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デバイスがルータコンフィギュレーションモードからアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードに移行すると、ソフトウェアは BGPが事前MTRベースの CLIを使用するよう
に設定します。このコンフィギュレーションモードには、既存のアドレスファミリコンフィ

ギュレーションとの下位互換性があります。ルータスコープコンフィギュレーションモード

からアドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始すると、デバイスはMTRをサ
ポートする階層 CLIを使用するよう設定されます。トポロジに固有ではないアドレスファミ
リコンフィギュレーションパラメータは、このアドレスファミリコンフィギュレーション

モードで入力します。

デバイスは、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで topologyコマンドを設定す
ると、BGPトポロジコンフィギュレーションモードを開始します。デバイスには、最大 32個
のトポロジ（基本トポロジを含む）を設定できます。トポロジ IDを設定するには、bgp tidコ
マンドを入力します。トポロジのすべてのアドレスファミリコンフィギュレーションパラメー

タとサブアドレスファミリコンフィギュレーションパラメータがここで設定されます。

BGPルーティングプロセスのスコープを設定すると、事前MTRベース設定に対する CLIサ
ポートは削除されます。

（注）

次の例は、MTRの実装に対して BGPを設定するときに使用される階層レベルを示していま
す。

router bgp <autonomous-system-number>
! Global commands

scope {global | vrf <vrf-name>}
! Scoped commands

address-family {<afi>} [<safi>]
! Address family specific commands

topology {<topology-name> | base}
! topology specific commands

クラス固有のトポロジの BGPセッション
マルチトポロジルーティング（MTR）は、セッション単位でボーダーゲートウェイプロトコ
ル（BGP）下で設定されます。基本のユニキャストトポロジとマルチキャストトポロジは、
グローバル（デフォルト）セッションで伝送されます。BGPルーティングプロセス下で設定
されるクラス固有のトポロジごとに別個のセッションが作成されます。各セッションは、トポ

ロジ IDで識別されます。BGPは、クラス固有のトポロジごとに最良パスの計算を個別に実行
します。セッションごとに別個のルーティング情報ベース（RIB）と転送情報ベース（FIB）が
維持されます。
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BGPを使用したトポロジの変換
ネットワークの設計とポリシー要件によっては、あるデバイス上のクラス固有のトポロジか

ら、ネイバーデバイス上のクラス固有のトポロジにルートをインストールしなければならない

ことがあります。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用したトポロジ変換機能に
よって、この操作がサポートされます。トポロジ変換は、BGPネイバーセッションベースで
行われます。neighbor translate-topologyコマンドを設定するには、ネイバーの IPアドレスと
トポロジ IDを使用します。

トポロジ IDは、ネイバーのクラス固有のトポロジを識別します。ネイバーのクラス固有のト
ポロジ内のルートは、ローカルのクラス固有のルーティング情報ベース（RIB）にインストー
ルされます。BGPは、インストールされているすべてのルートで最良パスの計算を実行し、こ
れらのルートをローカルのクラス固有のRIBにインストールします。重複するルートを変換す
ると、BGPは、標準の BGP最良パスの計算ごとに、ルートのインスタンスを 1つだけ選択し
てインストールします。

BGPを使用したトポロジのインポート
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用したトポロジのインポートはトポロジ変換
と似ています。違いは、ルートが同一デバイス上のクラス固有のトポロジ間で移動されること

です。この機能を設定するには、import topologyコマンドを入力し、クラス固有のトポロジま
たは基本トポロジの名前を指定します。最良パスの計算は、インポート済みのルートがトポロ

ジのルーティング情報ベース（RIB）にインストールされる前にこれらのルートで実行されま
す。この import topologyコマンドには、クラス固有のトポロジ間で移動されるルートをフィ
ルタリングできるようにする route-mapキーワードも含まれています。

MTRに対する BGPのサポートの設定方法

BGPを使用したMTRトポロジのアクティブ化
この作業は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用してアドレスファミリ内でマ
ルチトポロジルーティング（MTR）トポロジをアクティブにする場合に実行します。この作
業は下図のデバイス Bで設定されますが、デバイス Dおよびデバイス Eでも設定する必要が
あります。この作業ではスコープ階層がグローバルに適用するよう設定され、ネイバーがルー

タスコープコンフィギュレーションモードに設定されます。IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリでは、ビデオトラフィックに適用されるMTRトポロジは、指定されたネイバーについて
アクティブにされます。BGPトポロジのインターフェイスコンフィギュレーションモードは
ありません。
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図 1 : BGPネットワークダイアグラム

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. scope {global | vrf vrf-name}
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} transport {connection-mode {active | passive} |

path-mtu-discovery |multi-session | single-session}
7. address-family ipv4[mdt |multicast |unicast]
8. topology {base | topology-name}
9. bgp tid number
10. neighbor ip-address activate
11. neighbor {ip-address | peer-group-name} translate-topology number
12. end
13. clear ip bgp topology {* | topology-name} {as-number | dampening [network-address

[network-mask]] | flap-statistics [network-address[network-mask]] | peer-group peer-group-name
| table-map | update-group [number | ip-address]} [in [prefix-filter] | out | soft [in [prefix-filter]
| out]]

14. show ip bgp topology {* | topology} summary
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8

MTRに対する BGPサポート

BGPを使用したMTRトポロジのアクティブ化



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 45000

ステップ 3

BGPルーティングプロセスに対してスコープを定
義して、ルータスコープコンフィギュレーション

モードを開始します。

scope {global | vrf vrf-name}

例：

Device(config-router)# scope global

ステップ 4

•単一のネットワークに適用される BGPの一般
的なセッションコマンドまたは指定された仮

想ルーティングおよび転送（VRF）が、このコ
ンフィギュレーションモードで入力されます。

• BGPがグローバルルーティングテーブルを使
用することを指定するには、globalキーワード
を使用します。

• BGPが特定のVRFルーティングテーブルを使
用することを指定するには、vrfvrfvrf-nameキー
ワードおよび引数を使用します。VRFがすで
に存在している必要があります。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスのマルチプロトコルBGPネ
イバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-scope)# neighbor 172.16.1.2
remote-as 45000

BGPセッションのTCP転送セッションオプション
をイネーブルにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} transport
{connection-mode {active | passive} |
path-mtu-discovery |multi-session | single-session}

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

例： •接続のタイプ（アクティブまたはパッシブのい
ずれか）を指定するには、connection-mode
キーワードを使用します。Device(config-router-scope)# neighbor 172.16.1.2

transport multi-session

• TCP転送パスの最大伝送単位（MTU）検出を
イネーブルにするには、path-mtu-discovery
キーワードを使用します。

•アドレスファミリごとに別個の TCP転送セッ
ションを指定するには、multi-sessionキーワー
ドを使用します。

•すべてのアドレスファミリで単一の TCP転送
セッションを使用するには、single-sessionキー
ワードを使用します。

IPv4アドレスファミリを指定して、ルータスコー
プアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4[mdt |multicast |unicast]

例：

Device(config-router-scope)# address-family ipv4

ステップ 7

• IPv4マルチキャスト配信ツリー（MDT）アド
レスプレフィックスを指定するには、mdtキー
ワードを使用します。

• IPv4マルチキャストアドレスプレフィックス
を指定するには、multicastキーワードを使用
します。

• IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定す
るには、unicastキーワードを使用します。デ
フォルトでは、address-family ipv4 コマンドに
unicastキーワードが指定されていない場合、
デバイスは IPv4ユニキャストアドレスファミ
リのアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードになります。

•トポロジに固有ではない設定パラメータは、こ
のコンフィギュレーションモードで設定され

ます。

BGPがクラス固有のトポロジまたは基本トポロジ
のトラフィックをルーティングするトポロジイン

topology {base | topology-name}

例：

ステップ 8

スタンスを設定し、ルータスコープアドレスファ

Device(config-router-scope-af)# topology VIDEO ミリトポロジコンフィギュレーションモードを開

始します。
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを、指定されたトポロ
ジ IDに関連付けます。

bgp tid number

例：

ステップ 9

•それぞれのトポロジは、固有のトポロジ IDを
使用して設定する必要があります。

Device(config-router-scope-af-topo)# bgp tid 100

BGPネイバーが、ネットワークサービスアクセス
ポイント（NSAP）アドレスファミリのプレフィッ

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 10

クスをローカルデバイスと交換できるようにしま

す。Device(config-router-scope-af-topo)# neighbor
172.16.1.2 activate

ピアグループをBGPネイバーとして設定
した場合は、このコマンドを使用しない

でください。これは、ピアグループパラ

メータの設定時にピアグループが自動的

にアクティブにされるためです。

（注）

（任意）別のデバイス上のトポロジからローカル

デバイス上のトポロジへのルートをインストールす

るよう BGPを設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
translate-topology number

例：

ステップ 11

•デバイス上のトポロジを識別するために、
number引数にトポロジ IDを入力します。

Device(config-router-scope-af-topo)# neighbor
172.16.1.2 translate-topology 200

（任意）ルータスコープアドレスファミリトポロ

ジコンフィギュレーションモードを終了して、特

権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-scope-af-topo)# end

ステップ 12

指定されたトポロジまたはすべてのトポロジ下で

BGPネイバーセッションをリセットします。
clear ip bgp topology {* | topology-name} {as-number
| dampening [network-address [network-mask]] |
flap-statistics [network-address[network-mask]] |

ステップ 13

peer-group peer-group-name | table-map | update-group
[number | ip-address]} [in [prefix-filter] | out | soft [in
[prefix-filter] | out]]

例：

Device# clear ip bgp topology VIDEO 45000

（任意）トポロジに関するBGP情報を表示します。show ip bgp topology {* | topology} summary

例：

ステップ 14

•ほとんどの標準の BGPキーワードと引数を
topologyキーワードの後に入力できます。

Device# show ip bgp topology VIDEO summary
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目的コマンドまたはアクション

この作業に必要な構文だけが示されてい

ます。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

次の作業

イネーブルにするトポロジごとにこの作業を繰り返して、トポロジを使用するすべてのネイ

バーデバイスでこの設定を繰り返します。

同じルータ上のあるマルチトポロジルーティング（MTR）トポロジから別のトポロジにルー
トをインポートする場合は、「BGPを使用したMTRトポロジからのルートのインポート」セ
クションを参照してください。

BGPを使用したMTRトポロジからのルートのインポート
この作業は、複数のトポロジが同じデバイスで設定されている場合に、同じデバイス上のある

マルチトポロジルーティング（MTR）トポロジから別のトポロジにルートをインポートする
場合に実行します。この作業では、10.2.2.0ネットワークからのプレフィックスを許可するた
めにプレフィックスリストが定義されます。このプレフィックスリストは、インポートされ

たトポロジから移動したルートをフィルタリングするために、ルートマップとともに使用され

ます。グローバルスコープが設定され、アドレスファミリ IPv4が入力されて、VIDEOトポロ
ジが指定されます。また、VOICEトポロジがインポートされ、10NETという名前のルートマッ
プを使用してルートがフィルタリングされます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip prefix-list list-name [ seq number] {deny | permit} network/length [ ge ge-length] [ le le-length]
4. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
5. match ip address {access-list-number [access-list-number ... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number ... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
6. exit
7. router bgp autonomous-system-number
8. scope {global | vrf vrf-name}
9. address-family ipv4[mdt |multicast |unicast]
10. topology {base | topology-name}
11. import topology {base | topology-name} [route-map map-name]
12. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPプレフィックスリストを設定します。ip prefix-list list-name [ seq number] {deny | permit}
network/length [ ge ge-length] [ le le-length]

ステップ 3

•この例では、プレフィックスリスト TENは、
match ip addressコマンドによって設定された例：

マッチングに応じて、10.2.2.0/24プレフィック
スのアドバタイズを許可します。

Device(config)# ip prefix-list TEN permit
10.2.2.0/24

ルートマップを作成し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-mapmap-name [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 4

•この例では、10NETという名前のルートマッ
プが作成されます。

Device(config)# route-map 10NET

標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、また

はプレフィックスリストにより許可されているプ

match ip address {access-list-number
[access-list-number ... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number ... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 5

レフィックスと一致するルートマップを作成しま

す。

例： •この例では、ルートマップは、プレフィック
スリスト TENによって許可されるプレフィッ
クスのマッチングを行うよう設定されます。

Device(config-route-map)# match ip address
prefix-list TEN

ルートマップインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了して、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスを作成または設定します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 50000

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスに対してスコープを定
義して、ルータスコープコンフィギュレーション

モードを開始します。

scope {global | vrf vrf-name}

例：

Device(config-router)# scope global

ステップ 8

•単一のネットワークに適用される BGPの一般
的なセッションコマンドまたは指定された仮

想ルーティングおよび転送（VRF）が、このコ
ンフィギュレーションモードで入力されます。

• BGPがグローバルルーティングテーブルを使
用することを指定するには、globalキーワード
を使用します。

• BGPが特定のVRFルーティングテーブルを使
用することを指定するには、vrf vrf-nameキー
ワードおよび引数を使用します。VRFがすで
に存在している必要があります。

ルータスコープアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始して、BGP下でアドレス
ファミリセッションを設定します。

address-family ipv4[mdt |multicast |unicast]

例：

Device(config-router-scope)# address-family ipv4

ステップ 9

•トポロジに固有ではない設定パラメータは、こ
のコンフィギュレーションモードで設定され

ます。

BGPがクラス固有のトポロジまたは基本トポロジ
のトラフィックをルーティングするトポロジイン

topology {base | topology-name}

例：

ステップ 10

スタンスを設定し、ルータスコープアドレスファ

Device(config-router-scope-af)# topology VIDEO ミリトポロジコンフィギュレーションモードを開

始します。

（任意）同じデバイス上のあるトポロジから別のト

ポロジにルートを移動するようBGPを設定します。
import topology {base | topology-name} [route-map
map-name]

例：

ステップ 11

•トポロジ間で移動するルートをフィルタリング
するには、route-mapキーワードを使用できま
す。

Device(config-router-scope-af-topo)# import
topology VOICE route-map 10NET

（任意）ルータスコープアドレスファミリトポロ

ジコンフィギュレーションモードを終了して、特

権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-scope-af-topo)# end

ステップ 12
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MTRに対する BGPサポートの設定例

例：BGPトポロジ変換コンフィギュレーション
次に、VIDEOトポロジにボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を設定し、192.168.2.2ネ
イバーを使用してトポロジ変換を設定する例を示します。

router bgp 45000
scope global
neighbor 172.16.1.1 remote-as 50000
neighbor 192.168.2.2 remote-as 55000
neighbor 172.16.1.1 transport multi-session
neighbor 192.168.2.2 transport multi-session
address-family ipv4
topology VIDEO
bgp tid 100
neighbor 172.16.1.1 activate
neighbor 192.168.2.2 activate
neighbor 192.168.2.2 translate-topology 200
end

clear ip bgp topology VIDEO 50000

例：BGPのグローバルスコープおよび VRFコンフィギュレーション
次に、ユニキャストトポロジとマルチキャストトポロジのグローバルスコープを設定する例

を示します。ルータスコープコンフィギュレーションモードの終了後に、DATAという名前
の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスについてスコープが設定されます。

router bgp 45000
scope global
bgp default ipv4-unicast
neighbor 172.16.1.2 remote-as 45000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
address-family ipv4 unicast
topology VOICE
bgp tid 100
neighbor 172.16.1.2 activate
exit
address-family ipv4 multicast
topology base
neighbor 192.168.3.2 activate
exit
exit
exit
scope vrf DATA
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
end
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例：BGPトポロジの確認
次に、show ip bgp topologyコマンドの出力例を示します。VIDEOという名前のマルチトポロ
ジルーティング（MTR）トポロジを使用するよう設定されたボーダーゲートウェイプロトコ
ル（BGP）ネイバーに関する情報が表示されます。

Device# show ip bgp topology VIDEO summary

BGP router identifier 192.168.3.1, local AS number 45000
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
172.16.1.2 4 45000 289 289 1 0 0 04:48:44 0
192.168.3.2 4 50000 3 3 1 0 0 00:00:27 0

次の部分的な出力には、VIDEOトポロジ下に BGPネイバー情報が表示されます。

Device# show ip bgp topology VIDEO neighbors 172.16.1.2

BGP neighbor is 172.16.1.2, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 192.168.2.1
BGP state = Established, up for 04:56:30
Last read 00:00:23, last write 00:00:21, hold time is 180, keepalive interval is 60

seconds
Neighbor sessions:
1 active, is multisession capable

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)

Message statistics, state Established:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 0 0
Keepalives: 296 296
Route Refresh: 0 0
Total: 297 297

Default minimum time between advertisement runs is 0 seconds
For address family: IPv4 Unicast topology VIDEO
Session: 172.16.1.2 session 1
BGP table version 1, neighbor version 1/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2

1 update-group member
Topology identifier: 100

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.16.1.2
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Minimum incoming TTL 0, Outgoing TTL 255
Local host: 172.16.1.1, Local port: 11113
Foreign host: 172.16.1.2, Foreign port: 179
.
.
.
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例：BGPを使用したMTRトポロジからのルートのインポート
次に、VOICEという名前のルートマップが VOICEという名前のマルチトポロジルーティン
グ（MTR）トポロジからインポートされたルートをフィルタリングするために使用するアクセ
スリストを設定する例を示します。プレフィックス192.168.1.0が付いたルートだけがインポー
トされます。

access-list 1 permit 192.168.1.0 0.0.0.255
route-map BLUE
match ip address 1
exit
router bgp 50000
scope global
neighbor 10.1.1.2 remote-as 50000
neighbor 172.16.1.1 remote-as 60000
address-family ipv4
topology VIDEO
bgp tid 100
neighbor 10.1.1.2 activate
neighbor 172.16.1.1 activate
import topology VOICE route-map VOICE
end

clear ip bgp topology VIDEO 50000

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Multitopology
Routing Command Reference』

マルチトポロジルーティング（MTR）コマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コマンド

『IP Routing: BGPConfiguration
Guide』

BGPの概念と作業
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mtr/command/mtr-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mtr/command/mtr-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれたTechnical Assistanceの場合★右

のURLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

MTRに対する BGPサポートに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1 : MTRに対する BGPサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、単一の物理

ネットワーク上の複数の論理

トポロジに対するボーダー

ゲートウェイプロトコル

（BGP）サポートが実現しま
す。

Cisco IOSXERelease 2.5では、
Cisco ASR 1000シリーズルー
タのサポートが追加されまし

た。

次のコマンドが導入または変

更されました。address-family
ipv4、bgp tid、clear ip bgp
topology、import topology、
neighbor translate-topology、
neighbor transport、scope、
show ip bgp topology、topology

12.2(33)SRB

15.0(1)S
MTRに対する BGPサポート

マルチトポロジルーティングコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
19

MTRに対する BGPサポート

MTRに対する BGPサポートに関する機能情報



マルチトポロジルーティングコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
20

MTRに対する BGPサポート

MTRに対する BGPサポートに関する機能情報



第 3 章

MTRに対する IS-ISサポート

MTRに対する IS-ISサポート機能により、単一の物理ネットワーク上の複数の論理トポロジに
対する Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）サポートが実現します。ここでは、
ユニキャストトポロジとマルチキャストトポロジの両方について、マルチトポロジルーティ

ング（MTR）に対して IS-ISを設定する方法について説明します。

•機能情報の確認（21ページ）
• MTRに対する IS-ISサポートの前提条件（21ページ）
• MTRに対する IS-ISサポートの制約事項（22ページ）
• MTRに対する IS-ISサポートに関する情報（22ページ）
• MTRに対する IS-ISサポートの設定方法（24ページ）
• MTRに対する IS-ISサポートの設定例（29ページ）
•その他の参考資料（31ページ）
• MTRに対する IS-ISサポートに関する機能情報（32ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

MTRに対する IS-ISサポートの前提条件
•「MTRに対するルーティングプロトコルサポート」に記載されている概念について理解
しておく必要があります。
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•グローバルなトポロジコンフィギュレーションを設定し、アクティブ化します。

•マルチキャストトポロジで Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコル
をアクティブ化する前に、マルチキャストトポロジを設定しておく必要があります。詳細

については、「マルチキャストに対するMTRサポート」フィーチャモジュールを参照し
てください。

• IS-ISデバイスでマルチトポロジルーティング（MTR）トポロジをアクティブ化します。

• all-interfacesアドレスファミリトポロジコンフィギュレーションコマンドを使用してす
べてのインターフェイスをグローバルに設定するようMTRトポロジを設定するか、IS-IS
インターフェイスだけを設定するよう、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドで IS-ISトポロジを設定します。これらの作業を実行する順番は、重要ではありません。

MTRに対する IS-ISサポートの制約事項
IPv4アドレスファミリ（マルチキャストおよびユニキャスト）と IPv6アドレスファミリユ
ニキャストだけがサポートされています。IPv6のマルチトポロジ IS-ISの設定については、
『IS-IS Configuration Guide』を参照してください。

MTRに対する IS-ISサポートに関する情報

MTRに対するルーティングプロトコルサポート
マルチトポロジルーティング（MTR）を動作させるには、デバイスで IPルーティングをイ
ネーブルにする必要があります。MTRは、シスコソフトウェアでのスタティックルーティン
グおよびダイナミックルーティングをサポートします。トポロジ単位のダイナミックルーティ

ングをイネーブルにすることで、ドメイン内およびドメイン間のルーティングをサポートでき

ます。ルートの計算と転送は、各トポロジで個別に行われます。シスコソフトウェアには、次

のプロトコルについてMTRのサポートが組み込まれています。

• Border Gateway Protocol（BGP）

• Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）

グローバルルーティングプロセス（ルータコンフィギュレーションモード）のルータアドレ

スファミリコンフィギュレーションモードでトポロジ単位のコンフィギュレーションを適用

します。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリは、デバイスがアドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始するときに指定します。トポロジ名とトポロジ IDを指定
するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで topologyコマンドを入力しま
す。

各トポロジに、ルーティングプロトコル下で一意のトポロジ IDを設定します。トポロジ ID
は、所定のプロトコルのアップデート時に各トポロジに対してネットワーク層到着可能性情報
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（NLRI）を識別してグループ化するために使用されます。OSPF、EIGRP、および IS-ISでは、
クラス固有のトポロジに対する topologyコマンドの最初のコンフィギュレーションでトポロジ
IDを入力します。BGPでは、トポロジコンフィギュレーションの下に bgp tidコマンドを入
力することによってトポロジ IDを設定します。

クラス固有のトポロジには、基本トポロジとは異なるメトリックを設定できます。基本トポロ

ジに設定されたインターフェイスメトリックをクラス固有のトポロジに継承することもできま

す。継承は、クラス固有のトポロジに明示的な継承メトリックが設定されていない場合に実行

されます。

BGPサポートは、ルータコンフィギュレーションモードだけで設定します。Interior Gateway
Protocol（IGP）サポートは、ルータコンフィギュレーションモードとインターフェイスコン
フィギュレーションモードで設定します。

デフォルトでは、インターフェイスには基本トポロジ以外のトポロジは含まれません。EIGRP、
IS-IS、および OSPFのルーティングプロトコルサポートについては、インターフェイスに基
本トポロジ以外のトポロジを明示的に設定する必要があります。アドレスファミリトポロジ

コンフィギュレーションモードで all-interfacesコマンドを使用すると、デフォルト動作を無
効にできます。all-interfacesコマンドを入力すると、デフォルトのアドレス空間、またはトポ
ロジが設定される仮想ルーティングおよび転送（VRF）に属するデバイスのすべてのインター
フェイスに、基本トポロジ以外のトポロジが設定されます。

MTRに対するインターフェイスコンフィギュレーションサポート
インターフェイスコンフィギュレーションモードでマルチトポロジルーティング（MTR）ト
ポロジを設定すると、インターフェイス単位でMTRをイネーブルまたはディセーブルにでき
ます。デフォルトでは、クラス固有のトポロジにはインターフェイスは含まれません。

個々のインターフェイスを包含または除外するには、topologyインターフェイスコンフィギュ
レーションコマンドを設定します。このコマンドの入力時に、アドレスファミリとトポロジ

（基本またはクラス固有）を指定します。サブアドレスファミリを指定することもできます。

サブアドレスファミリを指定しないと、デフォルトでユニキャストサブアドレスファミリが

使用されます。

トポロジにデバイス上のすべてのインターフェイスをグローバルに包含するには、ルーティン

グトポロジコンフィギュレーションモードで all-interfacesコマンドを入力します。topology
コマンドで適用したインターフェイス単位のトポロジコンフィギュレーションは、グローバル

インターフェイスコンフィギュレーションよりも優先されます。

MTRに対するインターフェイスコンフィギュレーションサポートには、次の特徴がありま
す。

•インターフェイス単位のルーティングコンフィギュレーション：Interior Gateway Protocol
（IGP）ルーティングおよびメトリックのコンフィギュレーションは、インターフェイス
トポロジコンフィギュレーションモードで適用できます。インターフェイス単位のメト

リックおよびルーティングの動作は、IGPごとに設定できます。

• Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイストポロジコンフィギュレーション：ク
ラス固有のトポロジに対するインターフェイスモードの OSPFコンフィギュレーション
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は、インターフェイストポロジコンフィギュレーションモードで適用されます。このモー

ドでは、インターフェイスのコストを設定したり、グローバルトポロジコンフィギュレー

ションからインターフェイスを削除することなくOSPFルーティングをディセーブルにし
たりできます。

• Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）インターフェイストポロジコンフィ
ギュレーション：クラス固有のトポロジに対するインターフェイスモードの EIGRPコン
フィギュレーションは、インターフェイストポロジコンフィギュレーションモードで適

用されます。このモードでは、各種の EIGRP機能を設定できます。

• Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイストポロジコンフィギュ
レーション：クラス固有のトポロジに対するインターフェイスモードの IS-ISコンフィ
ギュレーションは、インターフェイストポロジコンフィギュレーションモードで適用さ

れます。このモードでは、インターフェイスのコストを設定したり、グローバルトポロジ

コンフィギュレーションからインターフェイスを削除することなく IS-ISルーティングを
ディセーブルにしたりできます。

MTRに対する IS-ISサポートの設定方法

IS-ISを使用したMTRトポロジのアクティブ化

この作業には、マルチトポロジルーティング（MTR）コマンドだけが示されています。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router isis [area-tag]
4. net network-entity-title
5. metric-style wide [transition] [level-1 | level-2 | level-1-2]
6. address-family ipv4 [multicast | unicast]
7. topology topology-name tid number
8. end
9. show isis neighbors detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
ルーティングプロトコルをイネーブルにし、任意で

IS-ISプロセスを指定します。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3

•ルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

コネクションレス型ネットワークサービス（CLNS）
ルーティングプロセスに対して IS-IS Network Entity
Title（NET）を設定します。

net network-entity-title

例：

Device(config-router)# net 31.3131.3131.3131.00

ステップ 4

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値を
グローバルに変更します。

metric-style wide [transition] [level-1 | level-2 |
level-1-2]

例：

ステップ 5

プレフィックスタギングには、ワイド形

式のメトリックが必要です。

（注）

Device(config-router)# metric-style wide

ルータアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

address-family ipv4 [multicast | unicast]

例：

ステップ 6

Device(config-router)# address-family ipv4

トポロジに対する IS-ISサポートを設定し、各トポ
ロジにトポロジ ID（TID）番号を割り当てます。

topology topology-name tid number

例：

ステップ 7

•この例では、DATAトポロジに対する IS-ISサ
ポートが設定されます。

Device(config-router-af)# topology DATA tid 100

ルータアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

（任意）デバイスとその IS-ISネイバーの TID値に
関するMTR情報を含む、IS-ISネイバーの情報を表
示します。

show isis neighbors detail

例：

Device# show isis neighbors detail

ステップ 9
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次の作業

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）トポロジコンフィギュレーションが必要な場合は、
「MTRに対する BGPサポート」フィーチャモジュールを参照してください。

インターフェイスコンフィギュレーションモードでの IS-ISを使用し
たMTRトポロジのアクティブ化

始める前に

インターフェイス単位のトポロジコンフィギュレーションを実行する前に、トポロジをグロー

バルに定義します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask [secondary]
5. ip router isis [area-tag]
6. topology ipv4 [multicast | unicast] {topology-name [disable | base]}
7. isis topology disable
8. topology ipv4 [multicast | unicast] {topology-name [disable | base]}
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスのタイプおよび番号を指定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface Ethernet 2/0

ステップ 3

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスま
たはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# ip address 192.168.7.17
255.255.255.0

インターフェイスに IP用の Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティング

ip router isis [area-tag]

例：

ステップ 5

プロセスを設定し、ルーティングプロセスにエリア

指示子を付加します。Device(config-if)# ip router isis

タグが指定されていない場合、ヌルタグ

と想定され、プロセスがヌルタグで参照

されます。

（注）

インターフェイスにマルチトポロジルーティング

（MTR）トポロジインスタンスを設定し、インター
topology ipv4 [multicast | unicast] {topology-name
[disable | base]}

例：

ステップ 6

フェイストポロジコンフィギュレーションモード

を開始します。

Device(config-if)# topology ipv4 DATA
この例では、DATAというグローバルト
ポロジを持つMTRネットワークに対し
て、トポロジインスタンス DATAが設定
されます。

（注）

（任意）IS-ISプロセスが、トポロジの一部としてイ
ンターフェイスをアドバタイズしないようにしま

す。

isis topology disable

例：

Device(config-if-topology)# isis topology
disable

ステップ 7

この例では、トポロジインスタンスDATA
は、トポロジの一部としてインターフェイ

スをアドバタイズしません。

（注）

インターフェイス上でMTRトポロジインスタンス
を設定します。

topology ipv4 [multicast | unicast] {topology-name
[disable | base]}

例：

ステップ 8

この例では、VOICEというグローバルト
ポロジを持つMTRネットワークに対し
て、トポロジインスタンスVOICEが設定
されます。

（注）

Device(config-if-topology)# topology ipv4 VOICE

インターフェイストポロジコンフィギュレーショ

ンモードを終了し、特権EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 9

Device(config-if-topology)# end
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MTRに関するインターフェイスおよびトポロジIPトラフィック統計情
報のモニタリング

マルチトポロジルーティング（MTR）に関するインターフェイスおよびトポロジ IPトラフィッ
ク統計情報をモニタするには、次の任意のコマンドを任意の順序で使用します。

手順の概要

1. enable
2. show ip interface [type number] [topology {name | all | base}] [stats]
3. show ip traffic [topology {name | all | base}]
4. clear ip interface type number [topology {name | all | base}] [stats]
5. clear ip traffic [topology {name | all | base}]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

（任意）すべてのインターフェイスに関する IPトラ
フィック統計情報、または指定したインターフェイ

スに関係する統計情報を表示します。

show ip interface [type number] [topology {name | all |
base}] [stats]

例：

ステップ 2

•インターフェイスのタイプと番号を指定する
と、その特定のインターフェイスに関する情報

Device# show ip interface FastEthernet 1/10 stats

が表示されます。省略可能な引数を指定しない

場合は、すべてのインターフェイスに関する情

報が表示されます。

• topologynameキーワードと引数を使用すると、
統計情報はその特定のトポロジの IPトラフィッ
クに制限されます。

• baseキーワードを使用すると、IPv4ユニキャス
ト基本トポロジが表示されます。

（任意）グローバル IPトラフィック統計情報（MTR
がイネーブルである場合のすべてのトポロジの集

show ip traffic [topology {name | all | base}]

例：

ステップ 3

約）または、特定のトポロジに関する統計情報を表

示します。Device# show ip traffic topology VOICE

• baseキーワードは、IPv4ユニキャスト基本トポ
ロジ専用です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターフェイスレベルの IPトラフィック
統計情報をリセットします。

clear ip interface type number [topology {name | all |
base}] [stats]

例：

ステップ 4

• topologyキーワードおよび関連するキーワード
を使用しないと、インターフェイスレベルの集

約統計情報だけがリセットされます。
Device# clear ip interface FastEthernet 1/10
topology all

•すべてのトポロジをリセットする必要がある場
合は、トポロジ名として allキーワードを使用
します。

（任意）IPトラフィック統計情報をリセットしま
す。

clear ip traffic [topology {name | all | base}]

例：

ステップ 5

•トポロジ名を指定しないと、グローバル統計情
報がクリアされます。

Device# clear ip traffic topology all

MTRに対する IS-ISサポートの設定例

例：IS-ISを使用したMTRトポロジのアクティブ化
次に、マルチトポロジルーティング（MTR）トポロジの DATAおよび VIDEOと、MTRに対
する Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）サポートの両方を設定する例を示しま
す。DATAトポロジとVIDEOトポロジは、ネットワーク内の 3つの IS-ISネイバーでイネーブ
ルになります。

デバイス 1

global-address-family ipv4
topology DATA
topology VOICE
end
interface Ethernet 0/0
ip address 192.168.128.2 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end
router isis
net 33.3333.3333.3333.00
metric-style wide
address-family ipv4
topology DATA tid 100
topology VOICE tid 200
end
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デバイス 2

global-address-family ipv4
topology DATA
topology VOICE
all-interfaces
forward-base
maximum routes 1000 warning-only
shutdown
end

interface Ethernet 0/0
ip address 192.168.128.1 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end

interface Ethernet 1/0
ip address 192.168.130.1 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end

router isis
net 32.3232.3232.3232.00
metric-style wide
address-family ipv4
topology DATA tid 100
topology VOICE tid 200
end

デバイス 3

global-address-family ipv4
topology DATA
topology VOICE
all-interfaces
forward-base
maximum routes 1000 warning-only
shutdown
end

interface Ethernet 1/0
ip address 192.168.131.1 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end

router isis
net 31.3131.3131.3131.00
metric-style wide
address-family ipv4
topology DATA tid 100
topology VOICE tid 200
end

show isis neighbors detailコマンドを入力すると、IS-ISネイバーデバイス 1を使用したトポロ
ジ変換を確認できます。

Device# show isis neighbors detail
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System Id Type Interface IP Address State Holdtime Circuit Id
R1 L2 Et0/0 192.168.128.2 UP 28 R5.01
Area Address(es): 33
SNPA: aabb.cc00.1f00
State Changed: 00:07:05
LAN Priority: 64
Format: Phase V
Remote TID: 100, 200
Local TID: 100, 200

例：インターフェイスコンフィギュレーションモードでのMTR IS-IS
トポロジ

次に、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロセスによってインターフェイス
イーサネット 1/0が DATAトポロジの一部としてアドバタイズされないようにする例を示しま
す。

interface Ethernet 1/0
ip address 192.168.130.1 255.255.255.0
ip router isis
topology ipv4 DATA
isis topology disable
topology ipv4 VOICE
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Multitopology
Routing Command Reference』

マルチトポロジルーティング（MTR）コマンド

『Cisco IOS IP Routing: IS-IS
Command Reference』

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）コマンド

『IP Routing: IS-IS Configuration
Guide』

IS-ISの概念と作業

『マルチトポロジルーティン

グ設定ガイド』の「マルチ

キャストに対するMTRサポー
ト」フィーチャモジュール

マルチキャストトポロジの設定
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mtr/command/mtr-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mtr/command/mtr-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_isis/command/irs-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_isis/command/irs-cr-book.html


マニュアルタイトル関連項目

『IP Routing: IS-IS Configuration
Guide』

IPv6に対するマルチトポロジ IS-ISの設定

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれたTechnical Assistanceの場合★右

のURLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

MTRに対する IS-ISサポートに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 2 : MTRに対する IS-ISサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、単一の物理

ネットワーク上の複数の論理

トポロジに対する Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）サポートが実現しま
す。

Cisco IOSXERelease 2.5では、
Cisco ASR 1000シリーズルー
タのサポートが追加されまし

た。

次のコマンドが導入または変

更されました。address-family
ipv4、isis topology disable、
show isis neighbors、topology

12.2(33)SRB

Cisco IOS XE Release 2.5
MTRに対する IS-ISサポート
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第 4 章

VRFのMTR

VRFのMTR機能は、IPv4 VRFコンテキストに拡張されています。これは Cisco IOSソフト
ウェア機能の 1つで、ユーザはグローバル IPv4ルーティングコンテキストで 1つ以上の一致
しないマルチキャストトポロジを設定することができます。これらのコンテキストは、ユニ

キャストおよびマルチキャストトラフィックをネットワーク内の複数のリンク経由で転送する

場合に使用できます。また、基本トポロジ以外の場合、異なる（S、G）グループにマップさ
れた複数の異なるマルチキャストトポロジを使用する Live-Liveマルチキャストサービスを提
供するためにも使用できます。

•機能情報の確認（35ページ）
• VRFのMTRに関する情報（36ページ）
• MTRで VRFを設定する方法（36ページ）
• VRFでのMTRの設定例（39ページ）
• VRFのMTRに関するその他の参考資料（39ページ）
• VRFのMTRの機能情報（40ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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VRFのMTRに関する情報

VRFのMTRの概要
VRFのMTR機能は、IPv4 VRFコンテキストに拡張されています。これは Cisco IOSソフト
ウェア機能の 1つで、ユーザはグローバル IPv4ルーティングコンテキストで 1つ以上の一致
しないマルチキャストトポロジを設定することができます。これらのコンテキストは、ユニ

キャストおよびマルチキャストトラフィックをネットワーク内の複数のリンク経由で転送する

場合に使用できます。また、基本トポロジ以外の場合、異なる（S、G）グループにマップさ
れた複数の異なるマルチキャストトポロジを使用する Live-Liveマルチキャストサービスを提
供するためにも使用できます。

Cisco IOSソフトウェアでは、主に BGP/MPLSの L3VPNで使用する各種の属性を、VRF内で
アドレスファミリ単位で設定することができます。VRFのMTR機能を使用すると、VRFア
ドレスファミリ内のマルチキャストサブアドレスに対してこれらの属性を個別に設定できま

す。

MTRで VRFを設定する方法

VRFでのMTRの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. ipv4 multicast multitoplogy
6. address-family ipv4
7. exit-address-family
8. address-family ipv4 multicast
9. topology topology-instance-name
10. all-interfaces
11. exit
12. exit-address-family
13. exit
14. interface type number
15. interface type number
16. vrf forwarding vrf-name
17. ip address ip-address mask
18. ip pim sparse-dense-modeip
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19. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VRFルーティングテーブルを設定し、VRFコン
フィギュレーションモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：

ステップ 3

Device(config)# vrf definition vd1

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作
成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

Device(config-vrf)# rd 10:1

VRFインスタンスでマルチトポロジルーティング
（MTR）の IPv4マルチキャストサポートを有効に
します。

ipv4 multicast multitoplogy

例：

Device(config-vrf)# ipv4 multicast multitoplogy

ステップ 5

IPv4アドレスファミリタイプを指定し、アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

address-family ipv4

例：

Device(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 6

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、IPv4アドレスファミリを削除します。
exit-address-family

例：

ステップ 7

Device(config-vrf-af)# exit-address-family

IPv4アドレスファミリマルチキャストタイプを指
定し、VRFアドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始します。

address-family ipv4 multicast

例：

Device(config-vrf)# address-family ipv4 multicast

ステップ 8

トポロジインスタンスとその名前を指定し、VRF
アドレスファミリトポロジコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

topology topology-instance-name

例：

Device(config-vrf-af)# topology red

ステップ 9

ルータのすべてのインターフェイスを使用するよう

に、トポロジインスタンスを設定します。

all-interfaces

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-vrf-af-topology)# all-interfaces

VRFアドレスファミリトポロジコンフィギュレー
ションモードを終了し、VRFアドレスファミリコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-vrf-af-topology)# exit

ステップ 11

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、IPv4アドレスファミリを削除します。
exit-address-family

例：

ステップ 12

Device(config-vrf-af)# exit-address-family

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 13

イーサネットインターフェイスを選択し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface type number

例：

Device(config)# interface ethernet 0/1

ステップ 14

イーサネットインターフェイスを選択し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface type number

例：

Device(config)# interface ethernet 0/1

ステップ 15

VRFインスタンスをインターフェイスに関連付け
ます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 16

Device(config-if)# vrf forwwarding vrf1

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレス
またはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 17

Device(config-if)# ip address 10.1.10.1
255.255.255.0

インターフェイスでプロトコル独立マルチキャスト

（PIM）をイネーブルにします。
ip pim sparse-dense-modeip

例：

ステップ 18

Device(config-if)# ip pim sparse-dense-mode

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 19

Device(config-if)# end
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VRFでのMTRの設定例

VRFでのMTRの例

Device> enable
Device# configuration terminal
Device(config)# vrf definition vd1
Device(config-vrf)# rd 10:1
Device(config-vrf)# ipv4 multicast multitoplogy
Device(config-vrf)# address-family ipv4
Device(config-vrf)# exit-address-family
Device(config-vrf)# address-family ipv4 multicast
Device(config-vrf-af)# topology red
Device(config-vrf-af-topology)# all-interfaces
Device(config-vrf-af-topology)# exit
Device(config-vrf-af)# exit-address-family
Device(config-vrf)# exit
Device(config)# vrf forwarding vrf1
Device(config)# ip address 10.1.10.1 255.255.255.0
Device(config)# ip pim sparse-dense-mode
Device(config)# end

VRFのMTRに関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Multitopology
Routing Command Reference』

マルチトポロジルーティング（MTR）コマンド

『Cisco IOSMulticast Command
Reference』

IPマルチキャストコマンド

『IP Multicast Configuration
Guide Library』

IPマルチキャストの概念と作業
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

VRFのMTRの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 3 : VRFのMTRの機能情報

機能情報リリース機能名

VRFのMTR機能は、IPv4VRF
コンテキストに拡張されてい

ます。これはCisco IOSソフト
ウェア機能の 1つで、ユーザ
はグローバル IPv4ルーティン
グコンテキストで 1つ以上の
一致しないマルチキャストト

ポロジを設定することができ

ます。これらのコンテキスト

は、ユニキャストおよびマル

チキャストトラフィックを

ネットワーク内の複数のリン

ク経由で転送する場合に使用

できます。また、基本トポロ

ジ以外の場合、異なる（S、
G）グループにマップされた複
数の異なるマルチキャストト

ポロジを使用するLive-Liveマ
ルチキャストサービスを提供

するためにも使用できます。

VRFのMTR
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第 5 章

グローバル DNSサーバを選択するための
VRFを使用する pingと tracerouteのノブ

この機能により、VRFでDNSサーバが定義されていない場合に、グローバルDNSサーバを選
択するためのVRFを使用する pingと tracerouteのノブを使用できます。このモジュールでは、
グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブを設定する
方法について説明します。

•機能情報の確認（43ページ）
•グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブの前提
条件（44ページ）

•グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブに関す
る情報（44ページ）

•グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteの設定方法（
44ページ）

•グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブの設定
例（45ページ）

•グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブに関す
るその他の参考資料（46ページ）

•グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブに関す
る機能情報（46ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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グローバルDNSサーバを選択するためのVRFを使用する
pingと tracerouteのノブの前提条件

• VRFが設定されていること。

グローバルDNSサーバを選択するためのVRFを使用する
pingと tracerouteのノブに関する情報

グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと
tracerouteのノブの概要

グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブ機能が導入
される前は、VRFでの pingや tracerouteはドメイン名を解決する際に、指定されたネームサー
バのみを参照していました。DNSサーバが VRFで指定されると、ドメイン名を解決するため
に DNSが使用されます。DNSサーバが VRFで指定されていない場合、DNSドメイン名を解
決できません。

グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブ機能の実装
により、VRFDNSサーバがすでに設定されている場合、pingと tracerouteはこのサーバを使用
し、それ以外の場合はグローバル DNSサーバを使用してドメイン名が解決されます。ip
global-nameserverコマンドは、pingと tracerouteが VRF DNSサーバまたはグローバル DNS
サーバ（VRFでサーバが設定されていない場合）を使用できるようにするためのノブとして機
能します。

グローバルDNSサーバを選択するためのVRFを使用する
pingと tracerouteの設定方法

グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと
tracerouteのノブの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip global-nameserver
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4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

pingと tracerouteのノブがドメイン名の解決に VRF
DNSサーバを使用するよう設定します。

ip global-nameserver

例：

ステップ 3

Device(config)# ip global-nameserver

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 4

Device(config)# exit

グローバルDNSサーバを選択するためのVRFを使用する
pingと tracerouteのノブの設定例

例：グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと
tracerouteのノブ

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ip global-nameserver
Device(config)# exit
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グローバルDNSサーバを選択するためのVRFを使用する
pingと tracerouteのノブに関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Multitopology
Routing Command Reference』

マルチトポロジルーティング（MTR）コマンド

マルチトポロジルーティング

設定ガイド

VRFのMTR

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

グローバルDNSサーバを選択するためのVRFを使用する
pingと tracerouteのノブに関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 4 :グローバル DNSサーバを選択するための VRFを使用する pingと tracerouteのノブに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、VRFでDNS
サーバが定義されていない場

合に、グローバルDNSサーバ
を選択するためのVRFを使用
する pingと tracerouteのノブを
使用できます。

次のコマンドが導入または変

更されました。ip
global-nameserver

Cisco IOS XEリリース 3.12SグローバルDNSサーバを選択
するための VRFを使用する
pingと tracerouteのノブ
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